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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期第２四半期 1,474 24.6 △214 - △149 - △159 -

2021年３月期第２四半期 1,183 △50.7 △714 - △540 - △678 -

（注）包括利益 2022年３月期第２四半期 △220百万円-％） 2021年３月期第２四半期 △291百万円（-％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年３月期第２四半期 △92.23 -

2021年３月期第２四半期 △393.26 -

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年３月期第２四半期 4,097 2,080 50.8

2021年３月期 4,459 2,308 51.8

（参考）自己資本 2022年３月期第２四半期 2,080百万円 2021年３月期 2,308百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年３月期 - 0.00 - 0.00 0.00

2022年３月期 - 0.00

2022年３月期（予想） - 0.00 0.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属

する当期純利益

１株当たり

当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 3,697 14.5 5 - 38 - 28 - 16.23

１．2022年３月期第２四半期の連結業績（2021年４月１日～2021年９月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2022年３月期の連結業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む）
2022年３月期２

Ｑ
1,804,471株 2021年３月期 1,804,471株

②  期末自己株式数
2022年３月期２

Ｑ
79,325株 2021年３月期 79,325株

③  期中平均株式数（四半期累計）
2022年３月期２

Ｑ
1,725,146株

2021年３月期２

Ｑ
1,725,241株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

新規  -社  （社名）-、除外  -社  （社名）-

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的である判断

する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第2四半期連結累計期間における我が国経済は、引き続き新型コロナウィルス感染症が拡大する中で、ワクチン接種

が進みましたが、首都圏におきましてはそのほとんどの期間が「緊急事態宣言」となり経済活動の二極化は継続しまし

た。

小売業界におきましては、在宅勤務や外食を控える動きや旅行制限など、消費活動の低迷が続いています。当社を取り

巻く環境は春先に一時、売上の改善が見られたものの、夏場にかけて新型コロナウィルス感染者数が増加する中で、再び

消費活動が低下し厳しい経営環境が続きました。

このような厳しい経営環境の中、当社では店舗及び催事先におきまして細心の感染拡大防止策を図る一方、在宅勤務など

働き方の多様化に対応するため「扱いやすく、軽い、着楽」なオーダーメイドのユーティリティスーツの取扱いを開始し

ました。

　また、地域毎に異なるニーズに機動的に対処し、各部門の役割責任をより明確にするために４月１日付で工場である日

本ソーイング㈱と卸売部門である㈱銀座山形屋トレーディングの分社化を実施いたしました。

　以上の結果、当第2四半期連結累計期間の経営成績は、売上高1,474百万円（前年同四半期比24.6％増）となり、オーダ

ーメイドスーツの受注数量も前年同四半期比15.6％増となりました。販売費及び一般管理費は経費削減に努めた結果977

百万円（前年同四半期比6.9％減）となり経常損失は149百万円（前年同四半期は経常損失540百万円）となりました。親

会社株主に帰属する四半期純損失は159百万円（前年同期の親会社株主に帰属する四半期純損失678百万円）となりまし

た。

　セグメントごとの業績は、次の通りです。

小売事業

　新型コロナウィルス感染症再拡大による緊急事態宣言延長などの影響を受け、売上は857百万円（前年同四半期比

28.4％増）、営業損失79百万円（前年同四半期の営業損失261百万円）となりました。

卸売事業

　新型コロナウィルス感染症再拡大による緊急事態宣言延長などの影響を受け、展示会延期が相次いだ結果、売上高361

百万円（前年同四半期比50.5％増）、営業損失45百万円（前年同四半期の営業損失123百万円）となりました。

受託縫製事業

　小売・卸売事業の受注低迷を受け、売上高791百万円（前年同四半期比8.4％増）、営業損失60百万円（前年同四半期の

営業損失328百万円）となりました。

（２）財政状態に関する説明

  当第２四半期連結会期間末の総資産は、前連結会計年度末と比較して362百万円減少し、4,097百万円となりました。

　資産の部では、流動資産が前連結会計年度末と比較して296百万円減少しました。受取手形及び売掛金が前連結会計年

度末と比較して減少したこと等によるものであります。

　固定資産は前連結会計年度末と比較して66百万円減少しました。これは主に投資有価証券の時価の減少によるものであ

ります。

　負債の部では、前連結会計年度末と比較して133百万円減少し、2,017百万円となりました。これは、主に季節要因によ

る買掛金等の減少によるものであります。

　純資産の部においては、主に親会社株主に帰属する四半期純損失159百万円を計上した結果、当第２四半期連結会計期

間末の株主資本は1,938百万円となりました。

　また、その他有価証券評価差額金は61百万円の減少でありました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2021年５月13日に公表いたしました2022年３月期の連結業績予想数値から変更はありません。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,304,969 1,233,724

受取手形及び売掛金 380,724 231,470

商品及び製品 147,708 130,093

仕掛品 17,540 15,805

原材料 114,618 97,266

その他 100,562 60,629

貸倒引当金 △2,079 △1,166

流動資産合計 2,064,044 1,767,823

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 121,434 130,919

その他（純額） 181,998 180,428

有形固定資産合計 303,432 311,348

無形固定資産

その他 98,582 87,193

無形固定資産合計 98,582 87,193

投資その他の資産

投資有価証券 1,292,987 1,236,389

敷金及び保証金 567,130 560,375

繰延税金資産 4,265 4,038

その他 138,036 139,002

貸倒引当金 △8,831 △8,831

投資その他の資産合計 1,993,589 1,930,973

固定資産合計 2,395,604 2,329,515

資産合計 4,459,648 4,097,338

負債の部

流動負債

買掛金 122,801 83,371

未払法人税等 8,153 14,369

ポイント引当金 42,561 -

資産除去債務 2,762 -

その他 485,404 421,441

流動負債合計 661,683 519,182

固定負債

繰延税金負債 31,920 36,784

長期借入金 620,000 620,000

役員退職慰労引当金 111,934 106,664

退職給付に係る負債 506,659 517,284

資産除去債務 192,933 196,031

その他 26,095 21,293

固定負債合計 1,489,543 1,498,058

負債合計 2,151,226 2,017,241

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 2,727,560 2,727,560

利益剰余金 △541,043 △707,900

自己株式 △81,430 △81,430

株主資本合計 2,105,086 1,938,229

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 203,335 141,866

その他の包括利益累計額合計 203,335 141,866

純資産合計 2,308,421 2,080,096

負債純資産合計 4,459,648 4,097,338
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年９月30日)

売上高 1,183,953 1,474,797

売上原価 848,610 710,981

売上総利益 335,342 763,816

販売費及び一般管理費 1,050,056 977,929

営業損失（△） △714,713 △214,113

営業外収益

受取利息 48 44

受取配当金 25,372 27,535

受取手数料 4,204 3,923

助成金収入 140,410 29,423

雑収入 4,747 5,853

営業外収益合計 174,783 66,781

営業外費用

支払利息 467 2,121

雑損失 - 56

営業外費用合計 467 2,177

経常損失（△） △540,397 △149,510

特別損失

減損損失 56,932 -

固定資産除却損 2,589 -

事業整理損 57,409 -

店舗閉鎖損失 10,366 -

特別損失合計 127,297 -

税金等調整前四半期純損失（△） △667,695 △149,510

法人税、住民税及び事業税 8,373 8,732

法人税等調整額 2,402 871

法人税等合計 10,775 9,603

四半期純損失（△） △678,471 △159,114

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △678,471 △159,114

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年９月30日)

四半期純損失（△） △678,471 △159,114

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 386,834 △61,468

その他の包括利益合計 386,834 △61,468

四半期包括利益 △291,636 △220,582

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △291,636 △220,582

（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △667,695 △149,510

減価償却費 29,175 25,369

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,940 △912

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 3,155 △5,269

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △33,410 10,625

受取利息及び受取配当金 △25,421 △27,580

減損損失 56,932 -

事業整理損 57,409 -

店舗閉鎖損失 10,366 -

助成金収入 △140,410 △29,423

支払利息 467 2,121

売上債権の増減額（△は増加） 292,081 149,254

棚卸資産の増減額（△は増加） △7,009 36,701

仕入債務の増減額（△は減少） △62,026 △39,429

未払金の増減額（△は減少） 367 △48,502

未払消費税等の増減額（△は減少） △38,190 29,503

未収消費税等の増減額（△は増加） △41,765 40,738

前受金の増減額（△は減少） △424 △50,027

預り金の増減額（△は減少） △18,459 △15,460

その他 △20,776 △12,830

小計 △607,575 △84,634

利息の支払額 △467 △2,347

利息及び配当金の受取額 25,421 27,580

法人税等の支払額 △6,715 △6,934

助成金の受取額 140,410 29,423

営業活動によるキャッシュ・フロー △448,927 △36,912

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △61,162 △33,550

無形固定資産の取得による支出 △33,362 -

投資有価証券の取得による支出 △629 △649

資産除去債務の履行による支出 △23,650 -

敷金及び保証金の回収による収入 13,824 10,785

敷金及び保証金の差入による支出 △131 △4,029

その他 △2,015 △563

投資活動によるキャッシュ・フロー △107,126 △28,008

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入れによる収入 580,000 -

リース債務の返済による支出 △6,482 △6,283

配当金の支払額 △95 △39

自己株式の取得による支出 △86 -

財務活動によるキャッシュ・フロー 573,335 △6,323

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 17,282 △71,244

現金及び現金同等物の期首残高 1,200,955 1,304,969

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,218,237 1,233,724

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（会計方針の変更)

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財

又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。

収益認識会計基準等の適用による変更点は、当社は銀座山形屋メンバーズカードによるカスタマー・ロイヤリテ

ィ・プログラムを提供しており、会員の購入金額に応じてポイントを付与し、50ポイントを5,000円として利用出

来ることとしております。従来は、付与したポイントの利用に備えるため、将来利用されると見込まれる額をポイ

ント引当金として計上し、ポイント引当金繰入額を販売費及び一般管理費として処理しておりましたが、付与した

ポイントを履行義務として識別し、将来の失効見込み等を考慮して算定された独立販売価格を基礎として取引価格

の配分を行う方法に変更しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半期連

結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。ただし、収益認

識会計基準第86項に定める方法を適用し、第１四半期連結会計期間の期首より前までに従前の取扱いに従ってほと

んどすべての収益の額を認識した契約に、新たな会計方針を遡及適用しておりません。また、収益認識会計基準第

86項また書き(1)に定める方法を適用し、第１四半期連結会計期間の期首より前までに行われた契約変更につい

て、すべての契約変更を反映した後の契約条件に基づき、会計処理を行い、その累積的影響額を第１四半期連結会

計期間の期首の利益剰余金に加減しております。

この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は10,387千円増加し、販売費及び一般管理費は2,644千円増加

し、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ7,742千円増加しております。また、利益剰余

金の当期首残高は7,743千円減少しております。

　収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動負債」に表示していた

「ポイント引当金」は、第１四半期連結会計期間より「契約負債」として「流動負債」の「その他」に含めて表示す

ることといたしました。

　なお、収益認識会計基準第89-２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新たな表示方法に

より組替えを行っておりません。さらに、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号　2020年３月

31日）第28-15項に定める経過的な取扱いに従って、前第２四半期連結累計期間に係る顧客との契約から生じる収益

を分解した情報を記載しておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号  2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号  2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が

定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。なお、四半期連結財務諸表に与える影響

はありません。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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（単位：千円）

報告セグメント

合計
小売事業 卸売事業

受託縫製
事業

売上高

外部顧客への売上高 668,329 240,496 272,967 1,181,793

セグメント間の内部売上高又は振替高 - - 457,181 457,181

計 668,329 240,496 730,149 1,638,975

セグメント損失（△） △261,641 △123,493 △328,413 △713,549

     （単位：千円）

金額

報告セグメント計 △713,549

棚卸資産の調整額 69

その他の調整額 -

全社収益（注1.） 143,977

全社費用（注2.） △145,211

四半期連結損益計算書の営業損失（△） △714,713

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自2020年４月１日 至2020年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容（差異調整に関する事項）

　　　　　 （注1.）全社収益は、主に当社におけるグループ会社からの経営指導料、不動産賃貸収入等であります。

　　　（注2.）全社費用は、主に当社におけるグループ管理に係る費用であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　（固定資産に係る重要な減損損失）

  閉鎖を決定した北海道工場の資産について、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損

失として特別損失に計上いたしました。

  セグメントごとの固定資産減損損失の計上額は、「受託縫製事業」593千円、各報告セグメントに配分

していない全社資産56,339千円であります。なお、回収可能価額は、正味売却価額で測定し、零として算

定しております。

　　（のれんの金額の重要な変動）

　　　　該当事項はありません。

　　（重要な負ののれん発生益）

　　　　該当事項はありません。
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（単位：千円）

報告セグメント

合計
小売事業 卸売事業

受託縫製
事業

売上高

外部顧客への売上高 857,963 361,874 252,798 1,472,637

セグメント間の内部売上高又は振替高 - - 538,472 538,472

計 857,963 361,874 791,270 2,011,109

セグメント損失（△） △79,591 △45,255 △60,645 △185,491

     （単位：千円）

金額

報告セグメント計 △185,491

棚卸資産の調整額 △258

その他の調整額 -

全社収益（注1.） 114,655

全社費用（注2.） △143,018

四半期連結損益計算書の営業損失（△） △214,113

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自2021年４月１日 至2021年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容（差異調整に関する事項）

　　　　　 （注1.）全社収益は、主に当社におけるグループ会社からの経営指導料、不動産賃貸収入等であります。

　　　（注2.）全社費用は、主に当社におけるグループ管理に係る費用であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　（固定資産に係る重要な減損損失）

　 該当事項はありません。

　　（のれんの金額の重要な変動）

　　　　該当事項はありません。

　　（重要な負ののれん発生益）

　　　　該当事項はありません。
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